セルフケア困難と思われた認知症、統合失調症事例への指導の経験 by 嶺井 はるか et al.
39
























































沖 縄 赤 十 字 医 誌
ŎŦťį…ŋį…ŐŬŪůŢŸŢ…œŦť…CųŰŴŴ…ŉŰŴűį
ΙームιϋΨーでも関わるため、どこまで指導し、
どこまでłঙ・夫が行えるのか、ಕ意点などを経
時記録やࠇ示โへ記載しケアのਠං状況についてૂ
報の共有を図った。ໜ༃にូがあるため、łঙが๧
ໂを૝͊す、夫が࿂โのഡり付けを行う、と࿨ڬ分
౜したことで௡具࢐۟のၠれがਠංできた。
છ႕ˎȅ
　Ńঙの家族は、術ஜからストーζケアについて୰
明を受けて協力的であったが、術後、実षに௮設
されたストーζを目の当たりにしະ安を表੄した。
日șのケアの様子をࡉ学しながら「やはり自分たち
には੄ြないと思う」と表ૂをࡏしくする様子がみ
られ家族への指導は困難と฻౯し、ང問看護導入を
検討した。༒の෫ܤはŃঙへ指導を行ったが、当੝
はన内にၡまった༒を気にとめず௯さないとそのま
まにしている状態であった。˞ঙは਎産施設で作業
を行っていたというૂ報から規௱的な行動はخ能で
あると฻౯し、本人の生活スタイルに״った日ه表
を作成し、೰期的に༒を෫ܤする行動のਠ۝化をࠗ
ْした。当੝は看護師のည導で行っていた༒෫ܤ動
作も日ș߫り༐し行うなかで、Ńঙ自ら、「時間に
なったから৤てに行こう」とষలに自分の生活の一
部と認েするようになり行動の変ယがࡉえইめた。
家族にも自఺で Ńঙに෫ܤの୊ڥけや௯しをして
もらえないかと確認すると「全部は難しいけどそれ
くらいは自分たちも協力し一੣にやっていかないと
͇」とのŃঙを気ࡍう言ဩが໳かれた。
Ⱥࣉख़Ȼ
　জたち医療者は日頃から、高齢者や認知的・ୈ神
的障害を༴える患者はセルフケアが難しいと最੝か
らࠨめつけてしまいがちである。セルフケアとは「自
分で行う」という意ྙであるが、認知症高齢者など
セルフケア行動を行うことができないા合には、周
囲の協力、ࡉ৿りがあれ͊その人なりのセルフケア
行動がとることができ、その人のできる部分を大切
にしながら、׳੩がຈ要なところを฻౯してケアを
行っていくことが重要であると考える。今回の事例
では患者本人が全てを౜うことが੄ြないことを๛
೰的に௴えず、੄ြる部分を認め、੄ြない部分を
周༏他者を巻きࣺんで指導を行ったことでセルフケ
アが確立し、২会໘ܦ「その人らしい生活のできる
ાਫ਼に࿗れること」にࠒ̬ることが੄ြたと考える。
指導の対象となる人の性格、運動機能、心ၑ的状況、
২会෸ࠊ、家族関߸、療ူ۪ޏなどを十分に෤՜し
て関わっていくことが重要であり、医療者௰のଔ௶
で安օにケア方法をࠨ೰せず、患者・家族が自分た
ちが一๔合った方法を࿅॑しながら導き੄すのをෆ
ఛޑくࡉ৿るように関わるউସがຈ要であることを
今回の事例で学んだ。
　ストーζケアでのల一のキーΩーΕϋは家族であ
るが、高齢化や૸߃に他のٚ੩者がະ在なા合、良
ࢡなケアを継続していくषにຈ要なང問看護など২
会資源の活用を行うために医療者には、ુに患者を
中心に、ࡽいの࿨ڬを意েしながら患者のŒŐōを
高めるよう協൱していく࿨ڬがあると考える。
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